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（写真は平原綾香と双子鬼剣舞。３面と６面に関連記事）Photo by Makoto Nakagawa

紙版最終号 !



自社広告 2026 年 3 月号（第 373 号）   (2)

SAKURA ウェブ版への情報提供および広告のお問い合わせは
E メール sakura@iii-media.net まで



「
追
悼
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
開
催
さ
れ
る

政
権
に
危
機
感

　

ビ
ジ
ネ
ス
、
文
化
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
な
ど
、
日
米

の
幅
広
い
つ
な
が
り
を
紹
介

す
る
「
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
・

ブ
ル
ー
ム
～
ミ
ニ
・
ジ
ャ
パ

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
日
本
広
報
文
化

セ
ン
タ
ー
）
で
３
月
10
日
（
火
）

午
後
６
時
30
分
よ
り
映
画
「
サ

ン
セ
ッ
ト
・
サ
ン
ラ
イ
ズ
」

（
２
０
２
４
年
製
作
／
１
３
９

分
／
Ｇ
／
日
本
）
を
上
映
す

る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
日
本
商
工
会

と
の
共
催
で
あ
る
Ｊ
フ
ィ
ル

ム
シ
リ
ー
ズ
の
一
環
。

　

岸
善
幸
監
督
と
脚
本
家
・
宮

藤
官
九
郎
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、

菅
田
将
暉
主
演
で
楡
周
平
の

同
名
小
説
を
映
画
化
。
都
会
か

ら
宮
城
県
南
三
陸
に
移
住
し

た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
住
民
た

ち
と
織
り
な
す
交
流
を
、
コ
ロ

ナ
禍
や
地
方
の
過
疎
化
、
震
災

な
ど
の
社
会
問
題
を
盛
り
込

ミ
ニ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
キ
ス
ポ
開
催

ト
ラ
ン
プ
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
で
３
月
18
日

ン
・
エ
キ
ス
ポ
」
が
３
月
18
日

（
水
）
午
後
５
時
か
ら
７
時
30

分
、
ト
ラ
ン
プ
・
ケ
ネ
デ
ィ
・

セ
ン
タ
ー
（2700 F St NW

, 
W

ashington, DC 20566

）

日
系
人
が
人
口
の
多
く
を
占

め
て
い
た
ハ
ワ
イ
で
は
、
西

海
岸
と
は
異
な
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
指
導
層
を
狙
い
撃

ち
に
し
た
個
別
の
拘
束
が
行

わ
れ
た
。
映
画
は
生
存
者
の
証

言
や
ア
ー
カ
イ
ブ
映
像
を
通

じ
、
平
穏
な
日
常
が
突
然
奪
わ

れ
た
家
族
の
苦
闘
を
克
明
に

描
き
出
し
た
。
上
映
後
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

歴
史
学
者
や
映
画
制
作
者
、
収

容
体
験
者
の
子
孫
ら
が
登
壇

し
、
過
去
の
不
幸
な
出
来
事
で

終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
移

民
政
策
や
人
権
と
い
っ
た
今

日
的
な
課
題
に
ど
う
繋
げ
、
克

服
し
て
い
く
べ
き
か
が
語
ら

れ
た
。

　

こ
の
日
に
合
わ
せ
、
全
米
日

系
人
市
民
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｌ
）

は
声
明
を
発
表
し
、
歴
史
の

「
否
定
的
描
写
」
を
削
除
す
る

　

日
本
の
前
衛
芸
術
界
を
代

表
す
る
振
付
家
・
ダ
ン
サ
ー

の
梅
田
宏
明
の
最
新
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
２
作
の
公
演
が

ト
ラ
ン
プ
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
セ

ン
タ
ー
（2700 F St NW

, 
W

ashington, DC 20566

）

で
３
月
17
日
（
火
）
と
18

日
（
水
）
に
行
わ
れ
る
。
時

間
は
と
も
に
午
後
７
時
30
分
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
米
国
５

都
市
を
巡
る
ツ
ア
ー
の
一
環
。

　

梅
田
の
振
付
と
デ
ジ
タ
ル

デ
ザ
イ
ン
へ
の
セ
ン
ス
は

世
界
中
で
高
く
評
価
さ
れ

て
き
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

梅
田
宏
明
最
新
作
公
演

　
　
　

17
日
と
18
日
に 

ト
ラ
ン
プ
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

    

ワ
シ
ン
ト
ン
日
米
協
会
主

催
の
「
さ
く
ら
ま
つ
り
～
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
・
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
４
月
11
日

（
土
）
12
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
る
。
前
売
り
券
が
発
売
中

だ
。
以
下
い
ず
れ
も
締
め
切
り

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
動
き
を
歴

史
抹
消
の
危
機
と
批
判
し
た
。

ま
た
、
１
７
９
８
年
の
外
国
人

敵
性
法
の
発
動
に
よ
る
移
民

へ
の
適
正
手
続
き
の
否
定
を

非
難
し
、
同
法
の
廃
止
を
求
め

る
「
隣
人
は
敵
で
は
な
い
法
」

へ
の
支
持
を
表
明
。
拘
留
施
設

で
の
死
者
増
加
や
法
執
行
に

よ
る
暴
力
に
対
し
、
説
明
責
任

の
追
求
と
人
権
・
民
主
主
義
を

守
る
た
め
の
団
結
と
行
動
を

呼
び
か
け
た
。

　

ユ
ニ
オ
ン
駅
近
く
に
あ

る
「
全
米
日
系
米
国
人
記
念

碑

」（Japanese American 
M

em
orial to Patriotism 

During W
orld W

ar II

）
で

は
、
来
訪
者
向
け
に
国
立
公
園

局
（
Ｎ
Ｐ
Ｓ
）
の
パ
ー
ク
レ
ン

ジ
ャ
ー
ら
に
よ
っ
て
日
系
人

収
容
所
の
歴
史
の
説
明
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

サ
エ
テ
ィ
ー
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
最
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「M
oving State 

1
」
と
、
梅

田
自
身
の
ソ
ロ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
「 assimilating

」
の
２

作
品
を
披
露
す
る
。
両
作
品

は
、
洗
練
さ
れ
た
身
体
性
と
サ

イ
バ
ー
ア
ー
ト
が
融
合
す
る

ダ
ン
ス
美
学
の
中
で
、
行
動

デ
ザ
イ
ン
と
動
く
も
の
の
「
態

度
」
を
探
求
し
た
も
の
。

　

梅
田
は
１
９
７
７
年
東
京

生
ま
れ
。
日
本
大
学
芸
術
学

部
で
写
真
を
学
び
、
20
歳
よ

り
ダ
ン
ス
を
始
め
、
振
付
、
音

響
、
映
像
等
を
自
ら
手
が
け
る

「S20

」
主
宰
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
と
身
体
表
現
を
融
合
さ
せ

た
先
鋭
的
な
ス
タ
イ
ル
で
、

２
０
０
２
年
の
パ
リ
以
来
、
40

か
国
、
１
５
０
以
上
の
都
市
で

公
演
を
行
っ
て
き
た
。
チ
ケ
ッ

ト
は
43
ド
ル
～
68
ド
ル
。
セ
ン

タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.

kennedy-center.org

ま
で
。

み
な
が
ら
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
描
く
。
井
上
真
央
、
中
村

雅
俊
、
三
宅
健
、
池
脇
千
鶴
、

小
日
向
文
世
ら
が
共
演
。

　

入
場
無
料
だ
がwww.

eventbrite.com

（

場

所

W
ashington DC

でSunset 
Sunrise

で
検
索
）
か
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

www.us.em
b-japan.go.jp/

jicc/index.html

か

ら

予

約
が
必
要
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の

住
所
は
11
面
参
照
。
電
話

２
０
２
・
２
３
８
・
６
９
０
０
、

Ｅ
メ
ー
ルjicc@ws.mofa.

go.jp

。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
日
本

全米日系米国人記念碑にある「黄金の鶴」
（日系三世の彫刻家、ニーナ・アカム作）

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
日
系

ア
メ
リ
カ
人
ら
約
12
万
人
を

強
制
収
容
所
に
送
る
根
拠
と

な
っ
た
大
統
領
令
９
０
６
６

号
の
署
名
か
ら
84
年
を
迎
え

た
２
月
19
日
、
首
都
ワ
シ
ン

ト
ン
で
「
追
悼
の
日
（Day of 

Remembrance

）」
の
記
念
行

事
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
国
立
ア
メ

リ
カ
歴
史
博
物
館
の
ワ
ー

ナ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
・
シ
ア

タ
ー
で
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
「Removed 

by Force: The Eviction 
of Haw

aiʻi’s Japanese 
Americans

」
が
上
映
さ
れ
た
。

は
開
催
前
日
の
４
月
10
日
ま

で
。
10
歳
以
下
は
入
場
無
料
で

チ
ケ
ッ
ト
は
必
要
な
い
。

　

１
日
券
（
土
日
の
区
別
な

し
）
は
20
ド
ル
＋
手
数
用
（
以

下
同
じ
）
１
ド
ル
20
セ
ン
ト
。

２
日
券
は
30
ド
ル
＋
１
ド
ル

80
セ
ン
ト
。
１
日
家
族
パ
ス

（
１
日
券
２
枚
に
キ
ッ
ズ
Ｔ

シ
ャ
ツ
２
枚
、
お
面
２
つ
、
日

本
の
お
菓
子
２
個
付
き
）
は
65

ド
ル
＋
３
ド
ル
90
セ
ン
ト
。
１

日
家
族
バ
ス
（
１
日
券
２
枚
に

キ
ッ
ズ
Ｔ
シ
ャ
ツ
２
枚
、
お
面

２
つ
、
日
本
の
お
菓
子
２
個
付

き
）
は
65
ド
ル
＋
３
ド
ル
10
セ

ン
ト
。
２
日
間
家
族
パ
ス
（
２

日
券
２
枚
に
キ
ッ
ズ
Ｔ
シ
ャ

ツ
２
枚
、
お
面
２
つ
、
日
本
の

お
菓
子
２
個
付
き
）
は
85
ド
ル

＋
５
ド
ル
10
セ
ン
ト
。

　

日
米
協
会
へ
の
寄
付
を
含

３
月
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

映
画
「
サ
ン
セ
ッ
ト
・

サ
ン
ラ
イ
ズ
」
10
日

さくらまつり
　ジャパニーズ・ストリート・

フェスティバル
４月11日（土）12日（日）に開催　

前売り券発売中
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の
小
学
生
２
５
０
人
が
桜
を

テ
ー
マ
に
描
い
た
、
詩
と
ア
ー

ト
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
展
「
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
・
イ
ン
・
ブ
ル
ー

ム
」
が
3
月
23
日
（
月
）
か
ら

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
開
催
さ
れ
る
。
日

米
の
子
供
た
ち
が
瑞
々
し
い

感
性
で
紡
い
だ
作
品
の
数
々
。

４
月
10
日
（
金
）
ま
で
。

　

ア
メ
リ
カ
建
国
２
５
０
周

年
を
記
念
し
、
日
本
大
使
館
が

企
画
し
た
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
集
大
成
と
し
て
、
日
本
か

ら
２
５
０
本
の
桜
が
贈
ら
れ

た
。
生
徒
た
ち
が
咲
か
せ
た
桜

は
、
日
米
の
永
続
的
な
友
情
の

明
る
い
未
来
を
予
感
さ
せ
る
。

　

な
お
展
覧
会
「
か
ぐ
や
を

追
っ
て
：
月
の
神
話
か
ら
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ま
で
」（
＝
前
号
既
報

＝
）
は
３
月
27
日
ま
で
開
催

中
。

　

い
ず
れ
の
展
示
会
も
入
場

無
料
。
予
約
不
要
。
開
館
時

間
は
月
～
金
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
。
住
所
は
11
面
参

照
。
詳
細
はwww.us.emb-

japan.go.jp/jicc

参
照
。

梅
田
宏
明

Photo by Deborah Hustic

で
開
催
さ
れ
る
。

　

Ａ
Ｎ
Ａ
（
全
日
本
空
輸
）、

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
ク

ラ
ン
チ
ロ
ー
ル
、
在
日
米
国
大

使
館
、
日
立
製
作
所
、
生
け
花

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
伊
藤

忠
商
事
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
日

米
協
会
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
（
日
本
政

府
観
光
局
）、
三
菱
商
事
、
三

菱
重
工
業
、
全
米
桜
祭
り
な
ど

が
参
加
し
、
文
化
・
情
報
ブ
ー

ス
を
出
展
す
る
。

　

入
場
無
料
。
会
場
は
ネ
イ

シ
ョ
ン
ズ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
セ

ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は

www.kennedy-center.org

。

エ
キ
ス
ポ
へ
の
問
い
合
わ
せ

は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
日
本
広
報
文
化

セ
ン
タ
ー
）、
Ｅ
メ
ー
ルjicc@

ws.mofa.go.jp

ま
で
。　

む
ス
ー
パ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト
は
２
０
０
ド
ル

（
１
０
０
ド
ル
税
金
控
除
対

象
）+

12
ド
ル
で
、
土
曜
午
前 

11
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
会

長
専
用
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ス

イ
ー
ト
へ
の
入
場 (

日
本
の
祭

り
風
の
無
料
の
軽
食
あ
り
）、

土
曜
日
と
日
曜
日
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
へ
の
フ
ァ
ス
ト
パ

ス
入
場
、
日
米
協
会
１
年
間
の

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ (

60
ド
ル
相

当) 

が
無
料
と
な
る
。

　

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トsakuramatsuri.

org
の
チ
ケ
ッ
ツ
・
メ
ニ
ュ
ー

ま
で
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な

ど
必
要
）。
購
入
す
る
と
ｅ
チ

ケ
ッ
ト
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
が

メ
ー
ル
で
送
信
さ
れ
る
。
チ

ケ
ッ
ト
は
払
い
戻
し
で
き
な

い
。
来
場
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
ｅ
チ
ケ
ッ
ト
を
友
人
な

ど
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
日

本
酒
試
飲
や
グ
ッ
ズ
の
予
約

購
入
（
順
次
開
始
予
定
）
な
ど

の
追
加
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ

ぞ
れ
専
用
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が

付
い
た
個
別
の
ｅ
チ
ケ
ッ
ト

と
な
る
。　

ジ
ャ
パ
ン
ボ
ウ
ル
は

４
月
17
日
～
18
日
に

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
日
米
協

会
主
催
の
高
校
生
日
本
語
コ

ン
テ
ス
ト
「
全
米
ジ
ャ
パ
ン
ボ

ウ
ル
大
会
」
は
今
年
は
４
月
17

日
（
木
）
18
日
（
金
）
に
エ
ド

ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学

高
等
国
際
問
題
研
究
大
学
院 

(SAIS)

（555 Pennsylvania 

Avenue NW
 W

ashington, 
DC 20001

）
で
行
わ
れ
る
。

今
年
で
34
回
目
を
迎
え
た
。
詳

細
はjapanbowl.org

友
情
の
花
展
23
日
よ
り

日
米
の
子
ど
も
た
ち
の

詩
と
ア
ー
ト
作
品
展
示
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ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
芸
術
団

体DACAM
ERA

は
グ
ラ
ミ
ー

賞
受
賞
の
日
本
人
ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ニ
ス
ト
、
上
原
ひ
ろ
み
が
率

い
る
バ
ン
ド
「
ソ
ニ
ッ
ク
ワ

ン
ダ
ー
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

５
月
９
日
（
土
）
午
後
８
時

よ
り
ワ
ー
サ
ム
・
シ
ア
タ
ー
・

セ
ン
タ
ー
（501 Texas Ave, 

Houston, TX 77002
）
内
の

カ
レ
ン
・
シ
ア
タ
ー
で
開
催
す

る
と
発
表
し
た
。

　

浜
松
市
出
身
の
上
原
は
６

歳
で
ピ
ア
ノ
を
始
め
、
17
歳
の

時
に
伝
説
的
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
チ
ッ
ク
・
コ
リ
ア
に
招

か
れ
東
京
公
演
で
共
演
。
ボ
ス

ト
ン
の
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
大

学
で
は
ア
ー
マ
ッ
ド
・
ジ
ャ
マ

ル
に
師
事
し
た
。
デ
ビ
ュ
ー
か

ら
20
年
、
爆
発
的
な
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
高
い
評
価

を
確
立
し
て
い
る
。

　

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
地
区
日
本

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
市
に
あ
る
セ

ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
大
学
で
２
月

21
日
に
開
催
さ
れ
、
日
頃
日
本

語
を
学
ぶ
学
生
た
ち
が
成
果

を
競
い
合
っ
た
。

　

テ
キ
サ
ス
州
日
本
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
一
環

で
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
地
区
大
会

は
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
米
協
会

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）
が
主
催
し
37
回

目
を
迎
え
た
。

　

今
回
は
詩
、
俳
句
、
高
校
フ

リ
ー
ス
ピ
ー
チ
、
大
学
生
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
４
部
門

に
27
人
が
出
場
し
た
。
大
会

テ
ー
マ
は
「
歌
舞
伎
」
で
、
参

加
者
は
日
本
語
で
の
表
現
力

　

グ
レ
ー
タ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
日
本
人
会
の
年
次
総
会
が

２
月
１
日
、
市
内
の
中
華
料
理

店
「SinhSinh

レ
ス
ト
ラ
ン
」

で
開
か
れ
、
２
０
２
５
年
の
活

動
報
告
や
２
０
２
６
年
の
活

動
計
画
・
予
算
案
な
ど
が
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
出
席
者
の
過

半
数
の
賛
成
で
承
認
さ
れ
た
。

総
会
は
八
木
幹
事
長
の
開
会

宣
言
で
始
ま
り
、
武
智
会
長
が

２
０
２
５
年
の
活
動
結
果
と

２
０
２
６
年
の
活
動
方
針
案

を
説
明
。
続
い
て
桑
畑
幹
事
が

会
計
報
告
を
行
い
、
来
年
度
予

と
発
信
力
を
競
っ
た
。

　

詩
の
朗
読
部
門
で
は
谷
川

俊
太
郎
の
「
朝
の
リ
レ
ー
」
を

７
人
の
生
徒
で
競
い
合
っ
た
。

俳
句
部
門
で
は
４
人
が
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
を
披
露
し
た
。
高

校
生
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
部
門

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
地
区
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

日
本
語
で
の
表
現
力
と
発
信
力
を
競
う

　

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
総
領

事
館
の
長
沼
総
領
事
は
２
月

６
日
、
東
京
都
の
地
域
間
経
済

交
流
事
業
の
下
で
テ
キ
サ
ス

を
訪
問
中
の
東
京
の
中
小
企

業
４
社
（
オ
ー
タ
マ
、SAKE 

Generation

、
精
電
舎
電
子
工

業
、
長
津
製
作
所
）
の
代
表
等

の
来
訪
を
受
け
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
意
見
交
換
に
は
、
東

京
都
及
び
東
京
都
中
小
企
業

振
興
公
社
の
代
表
、
テ
キ
サ
ス

州
に
お
い
て
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

席
者
は
、
各
社
の
テ
キ
サ
ス
進

出
を
促
進
す
る
方
途
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

長
沼
総
領
事
は
、
5
月
に
開

催
さ
れ
る
日
本
テ
キ
サ
ス
経

済
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
紹

介
し
、
今
回
の
東
京
都
中
小
企

業
代
表
団
の
来
訪
、
同
サ
ミ
ッ

ト
な
ど
の
行
事
を
通
じ
、
日
本

と
テ
キ
サ
ス
と
の
経
済
関
係

が
一
層
進
展
す
る
と
確
信
し

て
い
る
旨
を
述
べ
た
。

   

在
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
総
領

事
館
は
、
引
き
続
き
、
テ
キ
サ

ス
及
び
オ
ク
ラ
ホ
マ
に
お
け

る
日
本
企
業
の
投
資
な
ど
の

活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

東
京
都
中
小
企
業
代
表
団
の
来
訪
　

草
の
根
レ
ベ
ル
の
経
済
交
流

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
人
会
が
年
次
総
会
　
　

「
楽
し
く
役
に
立
つ
つ
な
が
り
を
広
げ
る
」

最
新
作
「Sonicwonderland

」

は
通
算
12
作
目
の
ス
タ
ジ
オ

盤
で
、
23
年
に
は
人
気
漫
画

を
原
作
と
す
る
ア
ニ
メ
映
画

『BLUE GIANT

』
の
音
楽
も
手

が
け
た
。
影
響
力
の
あ
る
ジ
ャ

ズ
誌DownBeat

の
読
者
・
批

評
家
投
票
の
常
連
で
、
モ
ン

ト
ル
ー
な
ど
世
界
的
フ
ェ
ス

ヒューストン(5)  2026 年 3 月号（第 373 号）   

文
化
分
析
を
発
表
し
、
思
慮
深

い
質
疑
応
答
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

　

優
勝
者
に
は
、
今
回
の
テ
ー

マ
に
ち
な
み
、
歌
舞
伎
の
世
界

を
描
い
た
実
写
映
画
「
国
宝
」

の
鑑
賞
用
のFandango

ギ
フ

　

詩
朗
読
部
門
の
（
左
か
ら
）
３
位

サ
ン
さ
ん
、
２
位
ハ
ウ
さ
ん
、
１
位

チ
ェ
ン
君

　

俳
句
部
門
の
（
左
か
ら
）
３
位
ス

ワ
ン
さ
ん
、
２
位
ウ
ボ
ン
さ
ん
、
２

位
サ
ジ
ー
ル
さ
ん

　

高
校
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
部
門
の
（
左

か
ら
）
３
位
ウ
ワ
ン
ヤ
君
、
１
位
テ
ィ

ン
君
、
２
位
デ
ィ
エ
ク
君

　

大
学
生
プ
レ
ゼ
ン
部
門
の
（
左
か

ら
）
３
位
プ
ロ
ヒ
ッ
ト
君
、
１
位
ダ

ン
さ
ん
、
２
位
ジ
ャ
ン
君

参
加
者
一
同

算
案
も
了
承
さ
れ
た
。
会
議
後

は
会
食
が
行
わ
れ
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　

２
０
２
６
年
の
活
動
目
標

は
「
機
動
性
を
生
か
し
、
楽
し

く
役
に
立
つ
つ
な
が
り
を
広

げ
る
」
こ
と
。
小
規
模
な
ら
で

は
の
意
思
決
定
の
速
さ
と
幅

広
い
会
員
層
を
強
み
に
、
交
流

の
輪
を
一
層
広
げ
る
。
具
体
的

に
は
新
年
会
や
ク
リ
ス
マ
ス

会
な
ど
恒
例
行
事
に
加
え
、
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
や
ジ
ャ

パ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の

参
加
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
テ
ニ

ス
・
麻
雀
大
会
、
落
語
会
や
音

楽
公
演
な
ど
多
彩
な
事
業
を

展
開
。
女
性
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ン
チ

交
流
会
な
ど
異
業
種
交
流
も

推
進
す
る
。

　

ま
た
、
総
領
事
館
や
日
本

商
工
会
な
ど
日
系
団
体
と
の

連
携
強
化
、
医
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の
普
及
や
医
師
と
の
交
流

に
よ
る
医
療
面
の
支
援
、
高
齢

者
へ
の
見
守
り
体
制
づ
く
り

も
柱
に
据
え
た
。
財
務
面
で
は

余
剰
資
金
を
短
期
Ｃ
Ｄ
で
運

用
し
つ
つ
、
蓄
積
資
金
を
地
域

社
会
へ
還
元
す
る
方
針
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
刷
新
に
続
き
Ｓ
Ｎ

Ｓ
活
用
も
進
め
、
地
域
に
根
差

し
た
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
考
え
だ
。

で
は
６
人
が
出
場
し
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ス
ピ
ー
チ
を
発

表
。
審
査
員
の
質
問
に
日
本

語
で
答
え
た
。
大
学
生
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
で
は

８
人
が
競
い
合
い
、
ス
ラ
イ

ド
を
添
え
て
独
自
の
研
究
と

受賞者
【詩朗読部門】　
１位　ムーソン・チェン
　 （ウィリアム・Ｐ・クレメンツ高校 11年生）
２位　エリィ・ハウ 
　（ウィリアム・Ｐ・クレメンツ高校９年生）
３位　シャーリー・サン
　（ウィリアム・Ｐ・クレメンツ高校９年生）
 【俳句部門】
１位　 アリザ・サジール
 　（ウィリアム・Ｐ・クレメンツ高校 10年生）
２位　ジュエル・ウボン
　（ウィリアム・Ｐ・クレメンツ高校 10年生）
３位　エマ・スワン
　（ジェームズ・Ｅ・テイラー高校９年生）

【高校フリースピーチ部門】
１位　 「一瞬の時間を手にする」
　ディラン・ティン 
　（ ウィリアム・Ｐ・クレメンツ高校 12年生）
２位　「エアソフト＆ミー」
　マシュー・ディエク
　（ウィリアム・Ｐ・クレメンツ高校 12年生）
３位　「まったくちがう町に住んだ経験」
　イアン・チュディ・ウワンヤ
　（ベレア高校 11年生）

【大学生プレゼンテーション部門】
１位　「日常の健康」
　エマ・ダン（テキサスＡ＆Ｍ大学３年生）
２位　「日本語の語源」
　フランツ・ジャン（ライス大学２年生）
３位　「不思議な『ん』」
　アリャマン・プロヒット（ライス大学３年生）

ト
カ
ー
ド
な
ど
、
特
別
賞
品
も

贈
ら
れ
た
。

　

大
会
は
日
本
語
教
育
の
成

果
を
示
す
場
と
し
て
、
地
域
の

日
米
交
流
を
支
え
る
重
要
な

行
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
部
門
の
１
位
と
２
位
の

受
賞
者
は
３
月
７
日
に
ラ

イ
ス
大
学
で
開
催
さ
れ
る

２
０
２
６
年
テ
キ
サ
ス
州
日

本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

に
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
代
表
と
し

て
出
場
し
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、

ダ
ラ
ス
、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
の

地
区
大
会
上
位
入
賞
者
ら
と

競
う
。

　

テ
キ
サ
ス
州
大
会
で
の
高

校
生
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
部
門

の
１
位
と
２
位
の
入
賞
者

は
５
月
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

で
開
催
さ
れ
る2026 All-

USA High School Japanese 
Speech Contest

へ
の
出
場
権

を
得
る
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の

優
勝
者
は
、
日
本
で
開
催
さ
れ

る
国
際
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
に
ア
メ
リ
カ
代
表
と
し
て

出
場
す
る
。

の
実
施
を
支
援
し
て
い
る
ハ

ワ
ー
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
Ｌ
Ｌ
Ｃ
の
ハ
ワ
ー
ス
社
長

も
参
加
し
た
。

　

長
沼
総
領
事
は
、
草
の
根
レ

ベ
ル
の
経
済
交
流
は
強
固
な

日
米
関
係
の
基
盤
で
あ
り
、
今

回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
参
加
企

業
が
テ
キ
サ
ス
に
投
資
を
行

う
場
合
に
は
総
領
事
館
は
全

力
で
支
援
す
る
旨
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
4
社
の
代
表
よ
り
事

業
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、
出

武智会長の説明

八木幹事長の開会宣言 

桑畑幹事の会計報告 

テ
ィ
バ
ル
に
も
出
演
。
21
年
の

東
京
五
輪
開
会
式
で
も
演
奏

し
、
ス
タ
ン
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク

と
の
共
演
で
グ
ラ
ミ
ー
賞
を

受
賞
し
た
。

　

公
演
チ
ケ
ッ
ト
は
52
・
50

～
87
・
50
ド
ル
。
さ
く
ら
新

聞
の
読
者
はpromo code 

JAGH20 

で
20
％
割
引
さ

れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は

DACAM
ERA

（713

・524

・

5050

）
ま
た
は
公
式
サ
イ
ト

www.dacamera.com 

ま
で
。

上原ひろみが率いるバンド「ソニックワンダー」
Photo: Mitsuru Nishimura

上
原
ひ
ろ
み
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
公
演

さ
く
ら
読
者
は
20
％
割
引

５月９日

Photos by Night.Sky.Creative
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３
月
28
日
（
土
）
に
は
、
ワ

シ
ン
ト
ン
記
念
塔
の
空
い
っ

ぱ
い
に
無
数
の
カ
ラ
フ
ル
な

凧
が
彩
る
「
ブ
ロ
ッ
サ
ム
・
カ

イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
記
念
塔

横
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
地
元
の

和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
・
都
太
鼓
が

主
催
す
る
「
さ
く
ら
太
鼓
フ
ェ

ス
」
も
行
わ
れ
、
空
も
地
も
迫

力
あ
る
１
日
と
な
り
ま
す
。
ご

家
族
で
楽
し
め
る
無
料
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

４
月
４
日
（
土
）
に
は
、
ネ

イ
ビ
ー
ヤ
ー
ド
で
「
ペ
タ
ル
パ

ル
ー
ザ®

」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
中
は
ラ
イ
ブ
音
楽
や
家
族

向
け
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で

盛
り
上
が
り
、
夜
に
は
リ
バ
ー

　

日
本
文
化
に
焦
点
を
当
て

た
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
開
催
さ

れ
ま
す
。
４
月
11
日
（
土
）
～

12
日
（
日
）
に
は
、
ワ
シ
ン
ト

ン
日
米
協
会
主
催
の
「
さ
く
ら

ま
つ
り
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ス
ト

リ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
か
れ
、
日
本
の
食
や
工
芸
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
展
示
を
通

じ
て
来
場
者
を
日
本
文
化
の

世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

　

３
月
19
日
に
は
双
子
鬼
剣

　

春
の
訪
れ
を
祝
う
祭
典
「
全

米
桜
祭
り
」
が
３
月
20
日
か
ら

４
月
12
日
ま
で
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
年
も
、
春
を
彩
る
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
、

日
本
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ

れ
て
お
り
、
日
米
の
友
好
を
象

徴
す
る
祭
典
と
し
て
、
全
米
、

そ
し
て
世
界
各
国
か
ら
多
く

の
来
場
者
を
迎
え
る
予
定
で

す
。

　

１
９
１
２
年
に
東
京
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
３
千
本
の
桜
の

木
と
共
に
開
催
さ
れ
る
こ
の

祭
り
は
、
１
１
４
年
が
経
っ
た

今
も
な
お
、
日
米
の
固
い
絆
を

象
徴
す
る
躍
動
的
な
祭
典
と

し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
多
彩

な
文
化
体
験
を
は
じ
め
、
迫
力

あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
自

由
に
参
加
で
き
る
幅
広
い
展

示
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
来

場
者
は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の

春
を
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
祝
う
と
と
も
に
、
日

本
の
伝
統
文
化
に
も
触
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

フ
ロ
ン
ト
い
っ
ぱ
い
に
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
ワ
シ
ン
ト

ン
の
春
の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
４
月
11
日
（
土
）

は
全
米
桜
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
と
し
て
「
全
米
桜
祭
り

パ
レ
ー
ド
」
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
す
。
華
や
か
な
フ
ロ
ー

ト
や
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

に
加
え
、Club Nouveau

、

David Archuleta

、Gabby 
Sam

one

、Betty M
axwell

、

Sarah Potenza

、Anastacia 
M

cCleskey

、The Spinners

。

と
い
っ
た
著
名
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
も
登
場
し
、
華
麗
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま

す
。

舞
の
単
独
公
演
が
行
わ
れ
、
迫

力
あ
る
龍
剣
舞
を
間
近
で
鑑

賞
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ョ
ー
ジ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
博
物
館
お

よ
び
テ
キ
ス
タ
イ
ル
博
物
館

で
は
、
3
月
21
日
に
「
国
際
馬

術
映
画
シ
リ
ー
ズ
：
福
島
の
馬

た
ち
」
を
上
映
。
日
本
の
馬
文

化
に
焦
点
を
当
て
た
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

4
月
10
日
に
は
、
日
本
屈
指

開
幕
を
彩
る
豪
華
な
イ
ベ
ン
ト
の
数
々

桜
の
下
で
楽
し
む
日
本
文
化

日
本
文
化
に
触
れ
る
特
別
企
画

　

祭
り
の
幕
開
け
を
飾
る
の

は
、
３
月
13
日
（
金
）
に
ユ

ニ
オ
ン
駅
で
開
催
さ
れ
る
「
ピ

ン
ク
タ
イ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で

す
。
春
を
テ
ー
マ
に
し
た
華
や

か
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
世
界
各
地

の
春
の
お
祭
り
を
一
夜
で
巡

る
よ
う
な
異
空
間
で
特
別
な

時
間
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
続
い
て
、

３
月
21
日
（
土
）
に
は
Ｄ
Ａ
Ｒ

コ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

ホ
ー
ル
に
て
「
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
ポ
ッ
プ
シ
ン

ガ
ー
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優

の
平
原
綾
香
、
迫
力
あ
る
伝
統

剣
舞
を
披
露
す
る
双
子
鬼
剣

舞
、
そ
し
て
国
際
的
に
活
躍
す

る
振
付
家
・
植
山
武
博
ら
、
世

界
的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

豪
華
な
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。

 

芸
術
監
督
・
振
付
家

植
山
武
博

植山武博が手がけるステージが開会式で披露される

ブロッサム・カイトフェスティバル（３月 28日）

昨年の全米桜祭りパレード（４月 11日）

平原綾香さんの圧倒的な歌声が、
開会式のステージで披露される

岩手県に伝わる伝統芸能「二子鬼剣舞」が開会式に登場する

ペ
タ
ル
パ
ル
ー
ザ
で
の
花
火
（
４
月
４
日
）

の
芸
術
大
学
で
あ
る
玉
川
大

学
よ
り
19
名
の
学
生
太
鼓
奏

者
・
舞
踊
家
が
ミ
レ
ニ
ア
ム
ス

テ
ー
ジ
に
登
場
し
、
迫
力
の
和

太
鼓
と
伝
統
舞
踊
を
披
露
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、DC Sake cō

に

よ
る
「
春
の
日
本
酒
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
4
月
16
日
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
日
本
酒
を
介
し

て
春
を
祝
う
美
味
し
い
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

在
米
日
本
大
使
館
内
の
日

本
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ｃ
）
で
は
、
2
月
2
日
か

ら
3
月
27
日
ま
で
「Chasing 

Kaguya: M
oon M

yths to 
M

issions

」
を
開
催
。
平
安
時

代
の
月
の
物
語
か
ら
現
代
の

宇
宙
探
査
ま
で
、日
本
の“

月”

へ
の
憧
れ
を
紹
介
し
ま
す
。
ま

た
、
３
月
20
日
か
ら
４
月
10

日
ま
で
は
「Friendship in 

Bloom

」
展
を
実
施
。
日
米
の

小
学
生
に
よ
る
桜
を
テ
ー
マ

に
し
た
２
５
０
点
の
絵
画
と

俳
句
を
展
示
し
、
ア
メ
リ
カ
独

立
２
５
０
周
年
お
よ
び
日
本

か
ら
寄
贈
さ
れ
る
２
５
０
本

の
桜
を
記
念
し
ま
す
。

　

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
揃
う

２
０
２
６
年
の
「
全
米
桜
祭

り
」
は
、
日
本
文
化
と
日
米
友

好
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
ら

れ
る
特
別
な
春
の
祭
典
で
す
。

春
爛
漫
の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

で
、
日
本
の
伝
統
と
文
化
に
触

れ
る
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

祭りの詳細と参加方法
　このように、今年の全米桜祭りは日本文化を存分に体験できるイベ
ントが目白押です。詳細なスケジュールや参加方法は、公式ウェブサ
イトにてご確認ください。（全米桜祭り協会）

NationalCherryBlossomFestival.org

全米桜祭り開催へ
ワシントンＤＣで日本文化を華やかに彩る

３
月
20
日
か
ら

４
月
12
日
ま
で
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こ
ん
に
ち
は
。
早
稲
田
ア
カ

デ
ミ
ー
の
川
村
で
す
。
帰
国
生

入
試
に
お
い
て
、
英
語
資
格
、

と
り
わ
け
英
検
は
大
き
な
意
味

を
持
ち
ま
す
。
中
学
受
験
・
高

校
受
験
を
問
わ
ず
、「
英
語
力
」

は
帰
国
生
の
強
み
で
あ
り
、
そ

れ
を
客
観
的
に
示
す
指
標
と
し

て
、
英
検
は
多
く
の
学
校
で
重

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

英
検
を
「
持
っ
て
い
る
か
ど
う

か
」
だ
け
で
判
断
し
て
し
ま
う

と
、
本
来
生
か
せ
る
価
値
を
十

分
に
引
き
出
せ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

現
在
の
帰
国
生
入
試
で
は
、

複
数
の
英
語
資
格
が
存
在
す
る

中
で
、
実
務
的
に
は
英
検
が
最

も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
願
資
格
と
し
て
明
確
な
基

準
が
示
さ
れ
て
い
る
学
校
が
多

く
、
日
本
の
学
校
制
度
と
の
相

性
の
良
さ
も
、
そ
の
理
由
の
一

つ
で
す
。
そ
の
た
め
、
帰
国
生

受
験
を
考
え
る
際
に
は
、
ま
ず

英
検
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
を

考
え
る
こ
と
が
現
実
的
な
出
発

点
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
英
検
を
取
得
し
て

い
れ
ば
十
分
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
級
を
持
っ

て
い
て
も
、
そ
の
評
価
や
使
わ

れ
方
は
学
校
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
中
学
受
験
で
は
英
語
試

験
の
免
除
や
加
点
と
し
て
、
高

校
受
験
で
は
出
願
条
件
と
し
て

扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
同
じ

資
格
で
も
意
味
合
い
が
変
わ
る

点
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

重
要
な
の
は
、「
資
格
の
高

さ
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
そ

の
資
格
が
ど
の
場
面
で
、
ど
の

よ
う
に
生
か
さ
れ
る
の
か
」
を

理
解
す
る
こ
と
で
す
。
英
検
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
受
験
戦
略

を
考
え
る
た
め
の
一
つ
の
材
料

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
志
望
校
が
英

検
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
の
か
を
正
し
く
把
握
す
る
こ

と
で
、
準
備
の
方
向
性
が
定
ま

り
ま
す
。

　

ま
た
近
年
は
、
中
学
受
験
・

高
校
受
験
と
も
に
、
面
接
や
作

文
を
重
視
す
る
学
校
が
増
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
は
英
検
の
級

以
上
に
、「
そ
の
英
語
力
を
使
っ

て
何
を
考
え
、
ど
う
表
現
で
き

る
か
」
が
見
ら
れ
ま
す
。
資
格

は
あ
く
ま
で
土
台
で
あ
り
、
そ

の
上
に
積
み
重
ね
て
き
た
経
験

や
中
身
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。

　

出
願
資
格
と
し
て
英
検
を
満

た
す
こ
と
で
、
受
験
で
き
る
学

校
の
選
択
肢
は
広
が
り
ま
す
。

資
格
は
進
路
を
縛
る
も
の
で
は

な
く
、
可
能
性
を
広
げ
る
た
め

の
も
の
だ
と
い
う
視
点
を
持

ち
、
計
画
的
に
活
用
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
帰
国
生

受
験
に
向
き
合
っ
て
い
か
れ
る

保
護
者
の
皆
さ
ま
へ
。

　

帰
国
生
受
験
は
情
報
も
多

く
、
制
度
も
学
校
ご
と
に
異
な

る
た
め
、
不
安
を
感
じ
る
場
面

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
、

お
子
さ
ま
は
す
で
に
、
海
外
で

学
び
、
生
活
し
、
日
本
語
と
英

語
の
間
を
行
き
来
し
て
き
た
と

い
う
、
か
け
が
え
の
な
い
経
験

を
積
み
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。

　

完
璧
な
戦
略
で
な
く
て
も
大

丈
夫
で
す
。

　

迷
い
な
が
ら
で
も
、
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
を
信

じ
、
今
で
き
る
準
備
を
一
つ
ず

つ
整
え
て
い
け
ば
、
道
は
必
ず

見
え
て
き
ま
す
。
帰
国
生
受
験

は
「
積
み
重
ね
の
確
認
作
業
」

で
す
。

　

不
安
に
な
る
の
は
、
そ
れ
だ

け
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い
る
証

拠
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
不
安
に

な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き

た
日
々
は
、
決
し
て
無
駄
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
自
信
を

持
っ
て
、
こ
の
帰
国
生
受
験
に

向
き
合
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
川
村
宏
一

（
か
わ
む
ら
・
こ
う
い
ち
）　

　

早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ

Ｓ
Ａ
取
締
役
・
Ｎ
Ｙ
校

現
地
代
表
。
２
０
２
２

年
に
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー

に
入
社
後
、
校
舎
で
７
年

間
に
わ
た
り
講
師
を
務

め
、
そ
の
後
、
高
校
受
験

部
門
に
て
英
語
科
目
の
責

任
者
を
担
当
。
現
在
の
早

稲
ア
カ
英
語
科
シ
ス
テ
ム

の
礎
を
築
い
た
後
、
国
際

部
に
異
動
し
、
英
語
専
門

校
舎
の
統
括
責
任
者
に
就

任
。
２
０
２
３
年
３
月
よ

り
現
職
。
早
稲
田
ア
カ

デ
ミ
ー
の
教
育
理
念
で
あ

る
「
本
気
で
や
る
子
を
育

て
る
」
を
、
海
外
に
お

い
て
も
実
践
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルnewyork@
waseda-

academy.com

ま
で
。

早稲田アカデミー ニューヨーク校  www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html

　
川
村
宏
一
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ
Ａ

取
締
役
・
Ｎ
Ｙ
校
現
地
代
表 第 4 回

帰
国
生
受
験
は
「
積
み
重
ね
」
で
決
ま
る

歩
ん
で
き
た
道
を
信
じ
て 

　

■千葉真知子プロフィール
　　東京とニューヨークを拠点に活動する料理研究家。10年をかけ開発した電子レン
ジ専用鍋「クック膳」は、米国で「the best of housewares 2019」を受賞し、現在は医
療・介護現場でも重用されている。パリのコルドンブルー等での指導実績を基に、企
業コンサルやメニュー開発にも従事。
　30年前から提唱する「きくらげエッセンス」は、ビタミン Dの重要性により現在医
療分野で再注目されている。著書は『Japanese Dishes for wine Lovers』や、世界グル
マンクックブックアワード入賞の『レンジでつたえる和菓子レシピ』など多数。

6

ホ
タ
テ
の
明
太
子
あ
え

　

お
酒
の
肴
に
一
品
、
簡
単
に

和
え
る
だ
け
で
す
が
、
ご
飯
の

お
か
ず
に
添
え
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

【
材
料
】

　
生
ホ
タ
テ
５
個
、
き
ゅ
う
り

１
本
、
明
太
子
１
腹
、
塩
少
々

【
作
り
方
】

　

①
ホ
タ
テ
は
好
み
の
大
き

さ
に
切
り
、
さ
っ
と
茹
で
て
冷

ま
し
ま
す
．

　

②
き
ゅ
う
り
は
輪
切
り
に

切
り
，
塩
を
少
々
ふ
り
手
で
も

み
ま
す
。

　

③
ボ
ウ
ル
に
①
の
ホ
タ
テ
、

②
の
き
ゅ
う
り
を
入
れ
，
明
太

子
を
ほ
ぐ
し
て
混
ぜ
ま
す
。

在アメリカ合衆国日本国大使館

202-238-6800
https://www.us.emb-japan.go.jp

（DC,MD,VA在住の方）
在ヒューストン日本国総領事館

713-652-2977
https://www.houston.us.emb-japan.go.jp

（TX,OK在住の方）

共同通信との契約により
ウェブでは記事を掲載することができません。

紙面でお読みください。
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新
し
い
Ｈ-

1B
抽
選
登
録
方
法

　

２
０
２
７
年
度
の
Ｈ-
1B
抽

選
登
録
は
今
年
３
⽉
４
⽇
12

時
正
午 (

東
部
時
間) 

に
受
付

が
始
ま
り
、
３
⽉
19 
⽇
12 
時 

正
午
（
東
部
時
間
） 

に
受
付
が

締
め
切
ら
れ
ま
す
。
Ｈ-

1B

の
抽
選
は
引
き
続
き
オ
ン
ラ

イ
ン
で
登
録
を
し
ま
す
。
登

録
者
１
名
に
つ
き
申
請
料
⾦

２
１
５
ド
ル
を
支
払
い
ま
す
。

　

今
年
の
Ｈ-

1B
の
抽
選
は
無

作
為
の
抽
選
か
ら
平
均
賃
金

レ
ベ
ル
に
よ
る
抽
選
方
式
に

変
わ
り
ま
す
。
新
し
い
抽
選

登
録
方
式
で
は
、
平
均
賃
金

レ
ベ
ル
が
高
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン

の
ほ
う
の
当
選
確
率
が
高
く

当
選
確
率
が
低
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
専
門
家

に
相
談
し
な
が
ら
早
め
の
対

策
を
と
っ
た
ほ
う
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

平
均
賃
金
は
Ｈ-

1B
ポ
ジ

シ
ョ
ン
の
ジ
ョ
ブ
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
勤
務
地
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
複
数
の
勤
務
地
が

あ
る
場
合
は
、
平
均
賃
金
が
一

番
低
い
場
所
の
レ
ベ
ル
を
元

に
抽
選
回
数
が
決
め
ら
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
勤
務
地
が
２
つ

あ
る
場
合
で
、
カ
ン
ザ
ス
州
の

某
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
の
平
均
賃

金
レ
ベ
ル
４
を
超
え
る
ポ
ジ

シ
ョ
ン
が
、
Ｎ
Ｙ
で
は
平
均
賃

金
レ
ベ
ル
１
以
上
２
未
満
で

あ
っ
た
場
合
、
Ｈ-

1B
の
登
録

は
平
均
賃
金
レ
ベ
ル
１
と
判

断
さ
れ
、
１
回
の
み
の
抽
選
と

な
り
ま
す
。

　

当
選
確
率
を
上
げ
よ
う
と

す
る
た
め
の
不
正
操
作
を
防

ぐ
た
め
、
一
個
人
に
対
し
複
数

の
雇
用
主
が
Ｈ-

1B
を
登
録
し

た
場
合
は
、
一
番
低
い
平
均
賃

金
レ
ベ
ル
の
雇
用
主
の
賃
金

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
一
個
人
の

抽
選
回
数
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
平
均
賃
金
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
Ｈ-

1B
の
抽
選
登
録
を
行

う
に
は
、
下
記
の
情
報
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

・
Ｈ-

1B
職
種
の
Ｓ
Ｏ
Ｃ
コ
ー

ド・
雇
用
予
定
地
域 

・
勤
務
地 

住
所

・
Ｈ-

1B 

賃
金
額
の
証
明
書
類

・ 

平
均
賃
金
レ
ベ
ル (

Ⅰ 

～ 

Ⅳ) 

・
平
均
賃
金
決
定
方
法
の
証
明

書
類 

大蔵昌枝弁護士
プロフィール
　 ジ ョ ー ジ ア 州
弁 護 士。 ア ト ラ
ンタにある Taylor 
Duma LLP 法律事
務所勤務。東京外
国語大学中国語学
科卒業後、日本にて証券会社や製造
会社の国際事業部をの勤務を経て、
97 年に米国公認会計士試験に合格。
2002 年サウス・カロライナ州サウス・
カロライナ大学ロースクールおよび
ビジネススクールを卒業。経営学修
士号（MBA）、法学博士号（JD）を
取得。現在は弁護士として移民法や
その他の相談などを行っており、日
本語、英語、中国語で対応できる。

な
り
ま
す
。

　

現
行
の
平
均
賃
金
レ
ベ
ル

に
は
４
つ
の
レ
ベ
ル
が
あ
り

ま
す
が
、
レ
ベ
ル
４
が
一
番
高

い
レ
ベ
ル
と
な
り
、
レ
ベ
ル
１

が
一
番
低
い
レ
ベ
ル
と
な
り

ま
す
。
年
間
給
与
額
が
平
均
賃

金
レ
ベ
ル
４
を
超
え
れ
ば
４

回
抽
選
の
チ
ャ
ン
ス
が
与
え

ら
れ
ま
す
。
年
間
給
与
額
が
平

均
賃
金
レ
ベ
ル
３
を
超
え
れ

ば
３
回
、
レ
ベ
ル
２
を
超
え
れ

ば
２
回
、
レ
ベ
ル
１
を
超
え

れ
ば
１
回
の
抽
選
と
な
り
ま

す
。
こ
の
新
制
度
で
は
賃
金
レ

ベ
ル
が
低
い
エ
ン
ト
リ
ー
レ

ベ
ル
の
職
種
は
以
前
よ
り
も

㉔

・ 

受
益
者
の
パ
ス
ポ
ー
ト
や
経

歴
情
報

　

Ｈ-

1B
抽
選
に
当
選
し
た
場

合
、
雇
用
主
は
登
録
時
に
記

入
し
た
平
均
賃
金
レ
ベ
ル
に

関
す
る
書
類
を 

移
民
局
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｈ-

1B
抽
選
時
に
登
録
し
た

情
報
と
移
民
局
に
提
出
し
た

Ｈ-

1B
請
願
書
の
情
報
が
一
致

し
な
い
場
合
、
或
い
は
申
請
内

容
に
偽
り
が
あ
っ
た
場
合
は
、

Ｈ-

1B
請
願
の
拒
否
、
あ
る
い

は
Ｈ-

1B
の
取
消
処
分
の
対
象

と
な
り
、
さ
ら
に
強
制
退
去
処

分
に
あ
う
可
能
性
も
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

登
録
が
完
了
し
た
ら
今
年

３
月
31
日
ま
で
に
当
選
結
果

が
発
表
さ
れ
ま
す
。
当
選
し

た
ら
、
４
月
１
日
か
ら
６
月

30
日
ま
で
の
間
に
Ｈ-

1B
請
願

書
を
移
民
局
に
提
出
し
ま
す
。

Ｈ-

1B
が
承
認
さ
れ
た
ら
、
国

内
で
滞
在
資
格
の
変
更
申
請

を
提
出
し
た
人
は
、
10
月
１

１
、
生
命
保
険

 (Life Insurance

）： 

残
さ
れ

た
家
族
の
生
活
を
守
る
。

　

ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
比
べ

住
居
費
や
生
活
費
が
高
く
、

世
帯
主
に
万
が
一
の
こ
と
が

あ
っ
た
際
、
家
族
が
受
け
る
経

済
的
打
撃
は
非
常
に
大
き
い

で
す
。

　

①
所
得
の
代
替 (Income 

Replacement): 

共
働
き
で

あ
っ
て
も
、
一
人
の
収
入
が

途
絶
え
る
と
、
住
宅
ロ
ー
ン

(M
ortgage)

や
子
供
の
教
育

費
の
支
払
い
が
困
難
に
な
り

ま
す
。

　

②
相
続
税
と
負
債
の
整
理: 

生
命
保
険
と
ロ
ン
グ
タ
ー
ム

ケ
ア
が
重
要
な
理
由

高
額
な
相
続
税
対
策
や
、
残
さ

れ
た
ロ
ー
ン
を
清
算
す
る
た

め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

③
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト: 

生

命
保
険
の
死
亡
保
険
金
は
、
原

則
と
し
て
所
得
税
が
非
課
税

で
あ
る
た
め
、
全
額
を
家
族
の

資
産
と
し
て
残
せ
ま
す
。

２
、
長
期
介
護
保
険

 （Long-Term Care

）：
老
後

資
産
の
枯
渇
を
防
ぐ

　

ア
メ
リ
カ
で
は
65
歳
以
上

の
成
人
の
約
70
％
が
、
生
涯
に

一
度
は
何
ら
か
の
長
期
介
護

を
必
要
と
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

①
メ
デ
ィ
ケ
ア(M

edicare)

の
限
界: 

多
く
の
人
が
誤
解
し

て
い
ま
す
が
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
は

長
期
的
な
介
護
（
入
浴
や
食
事

の
介
助
な
ど
）
の
費
用
を
ほ
と

ん
ど
カ
バ
ー
し
ま
せ
ん
。

　

②
莫
大
な
費
用: 

ナ
ー
シ
ン

グ
ホ
ー
ム(Nursing Home)

の
個
室
を
利
用
す
る
場
合
、
年

間
10
万
ド
ル
以
上
か
か
る
こ

と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
準

備
が
な
い
と
、
一
生
か
け
て
築

い
た
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
資
金

が
数
年
で
底
を
つ
く
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。

　

③
家
族
の
負
担
軽
減: 

専
門

の
介
護
士
を
雇
う
こ
と
で
、
家

族
が「
介
護
」に
縛
ら
れ
ず
、「
家

族
」
と
し
て
の
関
係
を
維
持
で

き
ま
す
。

３
、
最
近
の
ト
レ
ン
ド
：
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
・
プ
ラ
ン (Hybrid 

Plan)

　

最
近
で
は
、
生
命
保
険
と
長

期
介
護
保
険
を
別
々
に
加
入

せ
ず
、
一
つ
に
ま
と
め
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
が
人
気
で
す
。

▼
家
族
構
成
に
よ
る
優
先
順
位

　

①
小
さ
い
お
子
様
が
い

る
場
合
：
生
命
保
険
（Life 

Insurance

）
が
最
優
先

　

◦
万
が
一
の
際
、
子
供
が
大

学
を
卒
業
す
る
ま
で
の
生
活

費
と
教
育
費
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

◦
初
期
費
用
を
抑
え
た
い

場
合
は
、
一
定
期
間
の
み
保

障
す
る
「
定
期
保
険
（Term 

Life

）」
で
大
き
な
保
障
額
を

確
保
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

②
お
子
様
が
独
立
、
ま
た
は

独
身
の
場
合
：
ロ
ン
グ
タ
ー
ム

ケ
ア
（
Ｌ
Ｔ
Ｃ
）
が
最
優
先

　

◦
誰
か
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
自
分
の
資
産
を
守
る

フ
ェ
ー
ズ
で
す
。

　

◦
自
分
が
動
け
な
く
な
っ

た
際
、
高
額
な
介
護
費
用
で
リ

タ
イ
ア
メ
ン
ト
資
金
（
４
０
１

ｋ
や
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
を
使
い
果
た
さ

な
い
た
め
の
準
備
が
必
要
で

す
。

▼
賢
い
選
び
方
の
ヒ
ン
ト

「Living Benefits

」
付
き
の

生
命
保
険
を
チ
ェ
ッ
ク

　

最
近
の
生
命
保
険
に
は
、
亡

く
な
っ
て
か
ら
だ
け
で
な
く
、

重
い
病
気
（
ガ
ン
、心
臓
疾
患
）

や
介
護
状
態
に
な
っ
た
際
に
、

「
生
前
に
保
険
金
を
受
け
取
れ

る
特
約
（Riders

）」
が
つ
い

て
い
る
も
の
が
多
い
で
す
。
こ

れ
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

①
イ
ン
フ
レ
対
策

（Inflation Protection

）

　

ア
メ
リ
カ
の
医
療
費
・
介
護

費
の
イ
ン
フ
レ
は
激
し
い
で

す
。
Ｌ
Ｔ
Ｃ
を
検
討
す
る
際

　

　さくら新聞の紙版の終了に伴い、本
コラムもこれが最後となります。2024
年 2 月から 2 年強（その前の『英語 de
敬語』も含めると 3 年近く）、大変お世
話になりました。様々な場におけるコ
ミュニケーションについて考える良い
機会となりましたし、素晴らしいチャ
ンスをいただけたことを感謝していま
す。最終回の今回は、きっとまた会え
るという願いを込めて、お世話になっ
た方々にお別れとお礼の言葉を伝える
方法を取り上げます。
　まず、長らく働いた職場を去るとき。
同 僚 に は、After working together until 

the wee hours to prepare for our annual 
conferences, I feel like we’ve bonded 
like family. Iʼll really miss our banter! な
どと言えるでしょう。同じ町や業界の
中で転職する場合には、We’ll continue 
to be in the same industry, so I’m sure 
we’ll have opportunities to work together. 
Don’t be a stranger! Reach out anytime 
if there’s anything I can do to help. など
と言えます。
　 定 年 退 職 す る 場 合 に は、I ended up 
staying until retirement because I just 
couldnʼt find a better workplace. But 
as much as I’d like to be here forever, 
I  need to make way for the next 
generation. などという冗談でしんみり
した雰囲気を和ませることもできます。
I’m happy that Katie is succeeding me as 
Executive Director, and can think of no 
better person to lead this organization. 
But if you ever miss my sense of humor, 
youʼre welcome to contact me anytime. 
と後任の紹介もできるでしょう。

　卒業式もお別れの場です。卒論で
お世話になった先生には、Thank you 
for kindly supervising my thesis. Your 
encouragement and insightful advice 
kept me going even when my research 
stalled. などと言えます。将来自分も研
究者になりたい場合は、I look forward 
to reading your future publications, and 
cannot wait to continue our discussions 
at academic conferences! などと付け足
せます。
　別の町に引っ越すため、お世話になっ
た隣人に挨拶することもあるでしょ
う。We cannot thank you enough for 
kindly taking care of our daughter when 
my wife and I could not find a babysitter. 
Our entire family will miss you! な ど と
言 え ま す。Few neighborhoods will be 
as friendly as this one, but we did find 
a nice new home, so please visit us 
anytime! とも補足できます。 
　これでひとまずのお別れとなります
が、今後も皆様とのご縁が続くことを

願っております。寒暖差の大きい春先
ですし、米国では政治や社会の激しい
変動が続いています。どうぞ心身の健
康に気を付けてお過ごしください。紙
面、対面、オンラインなど、何かしら
の形でまたお会いできることを願って
います！
■プロフィール
　シアトルで生まれ、ホ
ノ ル ル と 東 京 で 育 つ。
Shiori Communications, 
LLC の代表として、ワシ
ン ト ン DC を 中 心 に、 通
訳、執筆活動などを展開。
日米をつなぐ言葉の仕事
に情熱を注いできた。過去には米日カウンシルや
在米・在英日本大使館の広報チームで勤務。通訳
者としては、日米各地でハイレベルの会議、人的
交流プログラムなどを担当。ダートマス大学で学
士号、コロンビア大学の国際公共政策大学院と
ジャーナリズム大学院で修士号を取得。ブログ

「tabula sarasara」、ポッドキャスト「CrossWorld 
Puzzles」更新中。

  また会う日まで

24

日
、
指
定
開
始
日
、
あ
る
い
は

承
認
日
の
い
ず
れ
か
の
遅
い
日

か
ら
滞
在
資
格
が
Ｈ-

1B
に
変

わ
り
ま
す
。国
外
に
い
る
人
は
、

Ｈ-

1B
の
承
認
通
知
書
を
も
っ

て
、
国
外
の
米
国
大
使
館
か
米

国
領
事
館
で
Ｈ-

1B
の
ビ
ザ
を

申
請
し
て
入
国
し
ま
す
。
た

だ
、
昨
年
度
か
ら
国
外
か
ら
の

新
規
に
Ｈ-

1B
を
申
請
す
る
場

合
は
、
10
万
ド
ル
の
追
加
費
用

の
支
払
い
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

の
で
、
10
万
ド
ル
支
払
い
の
免

除
対
象
に
な
る
か
事
前
に
調
べ

た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

本
ニ
ュ
ー
ス
記
事
に
関
す
る
注

意
事
項
（DISCLAIMER

）

　
本
記
事
は
一
般
的
情
報
の
提
供

を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
実
際

の
法
律
問
題
の
処
理
に
当
っ
て

は
、
必
ず
専
門
の
弁
護
士
も
し
く

は
専
門
家
の
意
見
を
求
め
て
下
さ

い
。
テ
イ
ラ
ー
・
ド
ゥ
マ
法
律
事

務
所
お
よ
び
筆
者
は
こ
の
記
事
に

含
ま
れ
る
情
報
を
現
実
の
問
題
に

適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る

結
果
や
損
失
に
関
し
て
何
ら
責
任

も
負
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

予
め
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。

は
、
将
来
受
け
取
る
給
付
額
が

物
価
に
合
わ
せ
て
増
え
る
オ

プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

②
会
社
提
供
の
保
険

（Group Life

）
だ
け
で
安
心

し
な
い

　

勤
務
先
の
保
険
は
「
退
職
し

た
ら
な
く
な
る
」
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
転
職
や
レ
イ
オ
フ

の
リ
ス
ク
が
あ
る
ア
メ
リ
カ

で
は
、
個
人
で
所
有
す
る
保
険

（Portable

）
を
ベ
ー
ス
に
持

つ
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

　

ま
と
め

　

ア
メ
リ
カ
で
安
定
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
と
ご
家
族
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
生
命
保
険(Life 

Insurance)

と
ロ
ン
グ
タ
ー
ム

ケ
ア
が
必
ず
必
要
で
す
。
相
談

が
必
要
な
場
合
は
、
専
門
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
と
ご

家
族
の
プ
ラ
ン
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
い
つ

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

区分 一般的な生命保険 長期介護保険
 ( 単体 )

ハイブリッド・プ
ラン

特徴 死亡時のみ支払い 介護時のみ支払い 
( 使わなければ消滅 )

生 存 中 は 介 護 費、
死亡時は死亡保険
金

メリット 家族の保護に最適 保 険 料 が 比 較 的 安
い

介護に使わなくて
も死亡保障として
残る

齢層 重点を置くべき
ポイント アドバイス

30 代 ~ 40 代 生命保険 (Term)

保険料が安いうちに高
額な保障を確保。健康
なうちに加入するのが
鉄則です。

50 代 ~ 60 代 ハイブリッド型 
(LTC + Life)

老 後 が 見 え て く る 時
期。介護保障をメイン
にしつつ、使わなかっ
た ら 死 亡 保 険 金 と し
て残るタイプが人気で
す。

60 代以降 資産保護 (Asset 
Protection)

す で に 資 産 が あ る 場
合、その資産をいかに
介護費用で減らさずに
次世代に渡すかを考え
ます。

年齢別の検討ポイント
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共同通信との契約により
ウェブでは記事を掲載することができません。

紙面でお読みください。



↓全米の最新お仕事情報↓
www.iiicareer.com

NY&NJ エリア
J/E Business Support & 
Accounting $28.57/h
J/E Researcher $75-90K
J/E Project Assistant $25.50/h
J/E Export Promotion Assistan
 $25.50/h
J/E Administrative Assistant
 $25.50/h
J/E ERP Sr Director $150-200K
J/E Sr Security Engineer
  $100-120K

J/E Sr HR Specialist $65-90K
J/E Network Engineer $70-95K
J/E Business Analyst, Banking
 $80-150K
J/E HR/Admin Assistant $25/h
J/E Accounting Clerk  $55-60K
J/E Manager / IT, Banking
  $90-115K
J/E Corporate Planning Mgr 
$50-90K
J/E Sales Engineer  $70-90K

NY ／ NJ オフィス
連絡先：212-391-9111

ny@iiicareer.com

ヒューストン・エリア
J/EAdministrative Assistant 
 $50-56K

J/E Sales Mgr, Strategic Sales
 $80-110K
J/E Business Coordinator
 $64-80K
J/E Sales Assistant/Admin 
Assistant  $19-23/h
Coordinator ~$30/h

ヒューストンオフィス
連絡先：713-968-9895
txsales@iiicareer.com

ダラス・エリア
J/E Cybersecurity Analyst $75K-
J/E Account Manager $95K-
J/E Sr. Network Engineer  $50/h
J/E Accounting Manager
 $110-120K
J/E Sales Support Enginee
r $60-85K
J/E Field Technician/Engineer
 $50-70K

ダラス (Business Partner)
Gephyro Consulting

連絡先：214-763-2244
dallas@iiicareer.com

アトランタ・エリア
J/E MEP Construction Mgr
 $90-120K
J/E Electrical Design Engineer
 $80-85K
Household Goods Operation
 $51-60K
J/E Customer Service $45-47K
J/E Assistant Branch Mgr
 $72-78K
(AL) J/E Executive Assistant
 $28-30/h

アトランタオフィス
連絡先：770-392-9111

atl@iiicareer.com

ナッシュビル・エリア
J/E Accounting Sr Specialist AR
 $60-75K
J/E Household Goods 
Coordinator $20-22/h
J/E Relocation Coordinator
 $40-55K
(GA) J/E Salesperson $50-70K
(GA) J/E Administrative Officer
 $50-60K
(GA) J/E Field Service Assistant
 $35-39K
(IN) J/E Sales Engineer
 $90-100K
(AL) J/E Production/
Manufacturing Engineer $65-75K

ナッシュビルオフィス
連絡先：615-933-5190

nashville@iiicareer.com

シンシナティ・エリア
OEM Account Sales Rep $52K
(KY) J/E Production Control 
Manager $75-80K
(KY) J/E Technical Sales 
Engineer $80K
(KY) J/E Engineer $70-80K

(KY) J/E Customer Service Staff
 $24/h-

シンシナティオフィス
連絡先：859-816-2819

midwest@iiicareer.com

シカゴ・エリア
Electrical Service Engineer, 
Machinery $60K
VP of Sales Strategy, Machinery
 $150-190K
J/E Purchasing Manager
 $95-100K
J/E Technical Sales $55-70K

シカゴオフィス
連絡先：224-803-1753
chicago@iiicareer.com

ロサンゼルス・エリア
J/E Admin/GA $50-55K
J/E Sr. Transfer Pricing 
Associate $80-90K
J/E Sales/Business 
Development (US Market)
 $70-80K
J/E Sr. Administrator $43-51K
J/E Associate Sales Rep
 $40-46K
J/E Vice President, Aviation
 $130-150K
J/E GM of Administrative Dept
 $95-120K
J/E Software Developer
  $70-80K
J/E Tax Manager $110-165K
J/E Sr Sales Rep $44-51K
J/E IT Support Engineer
 $70-90K
(WFH) J/E Sr. Tax Manage
r $140-185K
(WFH) J/E Tax Manager
 $120-140K
(WFH) J/E Sales Biz 
Development Exec $75-110K

ロサンゼルスオフィス
連絡先：310-414-9111
lajobs@iiicareer.com

シリコンバレー・エリア
J/E Administrative Assistant 
 $35/h
J/E Venture Capital Finance 
Manager $120-150K
JE Sales $80-100K
J/E Country Manager
 $100-130K
J/E Operation Assistant
 $21.50-25/h
J/E Sales Associate $150K
Channel Sales Manager
 $120-150K
Global Sales Account Manager
 $120-150K
J/E System Engineer $52.7K

シリコンバレーオフィス
連絡先：408-973-7890

sv@iiicareer.com

スクール
尾上流　菊由起の会

日本舞踊で美しい姿勢と身体作り
Tel: 703-631-2163
www.onoedance.com
----------------------------------------------

弁護士
吉岡咲子

移民法
Family & Employment Cases
PO BOX 941285
Houston TX 77094
832-680-7289 Office
866-592-1134 Fax
sakiko@syoshiokalaw.com
----------------------------------------------

Corporate Planning

オフィスでのパートの
受付事務募集

オフィスでのアドミ募集中

勤 務 地 : Houston, TX
年　　収 :  $55,000 以上
仕事内容 : 正社員雇用
 事業企画の為の各部署へのアシスト、
 予算管理、本社への報告等含む書類作業
 （３－４年程度の経験数）、フルベネフィット
応募条件 : 日本語バイリンガル、ビザサポート無し

勤 務 地 : Houstonh, TX ( ギャレリア地区）
時　　給 :  $80,000-10,0000
仕事内容 : 要相談
応募条件 : 英語が堪能な方、週 2 日勤務可能な方

勤 務 地 : ヒューストン市内
時　　給 :  23--26 ドル程度
仕事内容 : 正社員雇用
 （ベネフィット付き）
言　　語 : 英語
応募条件 : 何か日本と繋がりのある米人のご家族や
 お友達がおりましたら是非ご連絡下さい。 

受付可能です。

クラシファイド 2026 年 3 月号（第 373 号）   (10)

-----------------------------------------------------------------------------
お問い合わせは、ヒューストン支店　桑原まで

txsales@iiicareer.com 281-451-7888

DC エリア

ヒューストンエリア
Airport Customer 

Service 

House Goods 
Coordinator

Bio-tech Customer 
Support/Marketing Sales

Moving 
Coordinator

勤 務 地 : VA/Dulles
時　　給 :  $18-23.5/h
ダレス空港でのお仕事。日本語ネイティブ必須。
8:30am-13:00pm（夏時間）7:30-12:00( 冬時間）週３以上。
週４働ける方優遇。パーキング有り、制服貸与 , 航空券
社員割引制度あり , 日本語必須・英語

勤 務 地 : VA/Dulles
時　　給 :  $23-25/h
お引越しクルーのコーディネーター。Full Time。日本語
必須、英語。運転免許必要。出張あり。土日祝日休み。
健康保険あり。

勤 務 地 : MD/Rockville
時　　給 : $50-65K
Biology, Chemistry background preferable. 40h/week at 
office, Bonus, Health Insurance, 401k available

勤 務 地 : VA/Dulles
時　　給 :  $35K-
Full Time position.  日本語必須。　お引越しの小さな家
財道具の梱包。事務処理。健康保険、有給休暇、Paid 
Sick Leave, 401k  
-----------------------------------------------------------------------------

お問い合わせは、ワシントン DC 支店　Walker まで

dc@iiicareer.com 571-384-7117
-----------------------------------------------------------------------------
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　ワシントン DC 並びにヒューストンの愛読者の
皆様、長い間ありがとうございました。

　昨今の時代の変化、特にテクノロジーの変化
は誠に目を見張るものがあります。
　私が生まれ育ったところは中国地方の山間部、
島根県能義郡広瀬町（現在は安来市）というです。
確か 7 歳頃の記憶で、隣村に行くのに日に３～
４本しかない路線バス、しかも鼻長バスで隣村
まで行ったことがあります。そこからまた隣村
の親戚宅までは、車などほとんど走っていない
川沿いの、曲がりくねった谷間の道を祖父に連
れられて、歩いて行った記憶があります。結局 1
日かかりでしたが、何故か楽しかったことを未
だに覚えています。そのような昔話のような世
界から、現在いるニューヨーク地域の生活にわ
ずか半世紀足らずで慣れて、これが普通と思う
ようになっている自分が驚きでもあります。
　1990 年代のはじめにドイツ IBM のパートナー
会社に駐在出向、当時すでに IBM ではインター
ネットを使用して技術情報のやり取りをしてい
ました。便利なものであると思っていたものが、
30 年後の現代ではインターネットなしでは生活

が成り立たない世界となっていることにも改め
て驚かされます。
　考えてみれば、50 年前には携帯電話、ビデオ
チャットなどはドラえもんの世界でしかなかっ
た。
　人間の五感（色・声・香・味・触）のうち、
デジタル化ができない「香り」と「あじ」と「感
触」はインターネットでは送れないものの、ど
のように変貌するのでしょうか。
　メディアにおいても、テレビやラジオ、活字
媒体も全てインターネットの世界に移行し、今
ではますます激しく進化・発展するそのテクノ
ロジーの世界に必然的に順応していくことを義
務づけられているかのごとくです。
　きれいとは言えない紙、インクで汚れ、読ん
でしまえばゴミ箱行きとなる新聞を手にとって
読むというのは、昔懐かしい習慣の名残なのか
もしれません。それでも、手にとって読みたい
という人も未だにおられます。
　ワシントン DC では、2008 年に CAPITAL とい
う新聞を引き継ぎ、2013 年に紙名を「さくら新
聞」に変更して継続。ヒューストンではサザン
ジャーナルという新聞が廃刊となり、当時の総

領事、取引先企業の担当者の方々から地元紙が
欲しいという願いから、その２年後の 2015 年 6
月にヒューストン記事も掲載開始。COVID-19 で
の休刊を経ての復活でしたが、いよいよ紙媒体
は最後の号となりました。
　世代交代もあり、むしろインターネットのウェ
ブサイト情報を好む人々が主流となっています。
　これからの 50 年先。
　想像がつかないですが、良い方向への進化を
望んでやみません。

　最後に改めて、皆様のご協力をありがとうご
ざいました。

　2026 年 3 月
さくら新聞　発行人

インテレッセ インターナショナル インク社長
                         　藤原昌人

さくら新聞発行人挨拶

●編集後記●　

発行20年を終えて

ワシントン首都圏
【政府・公共福祉団体等】
■在米国日本国大使館
Embassy of Japan
2520 Massachusetts Ave., NW
Washington, DC 20008
Tel: 202-238-6700
 (開館時間外含む ) 
Fax: 202-328-2187
領事窓口開館時間
9:30am-12:30pm、1:30pm-4pm
(土・日・休館日を除く )
http://www.us.emb-japan.go.jp

■ワシントン日米協会
1819 L St., NW, 2B
Washington, DC 20036
Tel: 202-833-2210
www.jaswdc.org

■ジャパニーズ・アメリカン・
　ケアファンド
c/o Fred M. Packard Center
Annandale Community Park 
4022-B Hummer Road
Annandale, VA 22003-2403
Tel: 703-256-5223
E: carefund@jacarefund.org

www.jacarefund.org
　日系福祉団体。日本語で相談、
説明できるホットラインを設け情
報やサービスを提供 [VA図書室 ]
児童書・絵本を含む７千冊以上の
日本語書籍。貸出無料　火木土
11:00~14:00
[MD 図書室 ]  貸出無料　水土
11:00~14:00 住所 12216 Parklawn 
Dr. Suite.102, Rockville, MD 20852

■ワシントンＤＣ日本商工会
1819 L St., NW, 2Bl
Washington, DC 20036
Tel: 202-463-3947
www.jcaw.org

■セプテンバーハウス
www.septemberhousemajmd.org
E: septemberhousemaj@gmail.com
　自立支援を日本語でサポートす
る非営利団体。生活に必要な手続
き、悩み事の相談、政府や郡から
の援助申請手続き等をお手伝い

【文化・芸能団体】
■日本大使館広報・文化センター
(JICC)
 1150 18th Street NW
Washington, DC 20036
Tel: (202) 238-6900       

E: jjicc@ws.mofa.go.jp
www.us.emb-japan.go.jp　

【学校・保育・教育機関】
■ワシントン日本語学校
借用校舎：Stone Ridge School of 
the Sacred Heart,　9101 Rockville 
Pike, Bethesda, MD 20814
P.O.Box 71 Garrett Park, MD 20895
Tel: 301-962-7410/12
www.wjls.org
　日本の文部科学省より補習授業
校として認可された教育機関

■ワシントン日本語継承センター
Norwood School, 8821 River Road, 
Bethesda, MD
www.keisho.org
E:  info@keisho.org  (日本語 )
　子どもたちに日本語と日本文化
を継承毎週土曜日 9am-12:30pm

■たんぽぽ学園
4810 Oxford St. Kensigton, MD 
(土曜のみ借用）
日本語幼稚部・小学部
E:tanpopolibrary.gmail.com
Tel：240-380-5649
www.tanpopogakuen.org         
   土曜学校！日本語による幼児保
育・小学校教育　

■オーエン・ネットワーク
問い合わせ：E:  info@o-en.net
白田 茜 (Akane Shirata) まで
http://www.o-en.net

　日本語や日本文化に触れる機会を
提供・支援する非営利団体。サマー
キャンプ、スキーを企画。また個人
相談 (特に学校 /教育相談 )も

【政府・公共福祉団体等】
■在ヒューストン日本国総領事館
Consulate-General of Japan at 
Houston, 909 Fannin St., Suite 
3000, Houston, TX 77010 
Phone : (713)652-2977 (代表 ) 
(緊急の場合のみ 24時間対応 )
www.houston.us.emb-japan.go.jp

■ヒューストン日米協会
The Japan-America Society of 
Houston (JASH)
Japan-America Society of Houston
2990 Richmond Ave., Suite 670
Houston, TX 77098Tel: 713-963-
0121
E:  pybrown@jas-hou.org
http://jas-hou.org

■グレーター・ヒューストン
日本人会
Japanese Association of Greater 
Houston (JAGH)
P.O. Box 130954 Houston TX 77219　

E:  jagh.mail@gmail.com
https://www.jagh.org

■ヒューストン日本商工会
Japan Business Association of 
Houston
1880 S. Dairy Ashford Rd., Suite 
170, Houston, TX 77077　　　　　　　　　　　
Tel: 281-493-1512(代表 )
E:  sansuikai@jbahouston.org
www.jbahouston.org

【学校・保育・教育機関】
■ヒューストン日本語補習校
Japanese Language Supplementary 
School of Houston（JLSSH）
借 用 校 舎：Westchester academy 
for International Studies, 901 
Yorkchester Dr, Houston, TX 77079
www.jeihouston.org
P: 281-531-6743（火～金、三水会
センター）、713-973-0659（土、借
用校）
E: jlssh@jeihouston.org

ヒューストン

　さくら新聞は本号３月号（３月７日発
行）をもって紙版発行を終了させていた
だきます。以後はウェブ版のみとなりま
す。
　コロナ禍で一時休刊となりつつも、一
昨年から月刊紙として発行を続けてきま
したが、新聞を取り巻く環境の変化には
抗い難く、今回の決断に至りました。
　創刊 20 周年（正確には 2005 年 12
月創刊）またヒューストン面開始 10 周
年（正確には 2015 年 6 月開始）の節目
ではありましたが、これも時代の変化と
受け止めております。
　皆様方には長きにわたり、ご支援、ご
指導をいただき、今日まで続けることが
できましたこと、感謝の念に堪えません。
　紙版発行は終了させていただきます
が、引き続きウェブ版は継続し、ワシン

トン DC とヒューストン両エリアからの
情報発信や各種コラム掲載は続けていき
ます。
　今後もイベントのお知らせや報告など
幅広い分野での情報提供をいただければ
と思います。
　よろしくお願いします。
 
　２０２６年３月

さくら新聞編集長
武末幸繁

さくら新聞の紙版発行終了のお知らせ
▼私は以前、OCS ニュースというニューヨーク
で発行されていた有料の日本人コミュニティー
誌の編集部にいたのですが、編集長をしていた
2005 年 3 月に休刊（事実上の廃刊）となりま
した。その年の 12 月に当時 CAPITAL をいう
名前で現在の「さくら」が創刊され、編集長に
就任しました。OCS ニュースの時はネットの
普及よりも相次ぎ創刊された無料紙との競争に
敗れた面が大きかったと思うのですが、今回ば
かりはネット普及による情報収集方法・内容の
変化、広告形態の変化が大きいと感じます。日
本人コミュニティーの活性化の一翼を担おうと
頑張ってきましたが、これも時代の変化、もう
3 度目はないなと思っております。皆様に支え
られて 20 年もやってこれましたこと、本当に
ありがとうございました。

（編集長・武末幸繁）

＊ SAKURA ウェブ版への情報提供および広告
のお問い合わせは sakura@iii-media.net まで



　2025年から、個人は「標準控除アップ＋いく
つかの新しい控除」、事業は「国内R&D費の即
時損金」など減税寄り。申告は例年どおり2026
年4月15日（原則）。OBBBAは2025年7月4日
に成立したOne Big Beautiful Bill Act（OBBBA／
公法119-21）です。

個人税（Form 1040）

•標準控除が増額：単身$15,750／夫婦合算
$31,500／世帯主$23,625（2025年）。
• 高 齢 者 の 新 加 算 控 除 ： 6 5 歳 以 上 に $ 6 , 0 0 0
（2025〜2028年、既存の高齢者加算に上乗
せ）。夫婦で双方65歳なら合計$12,000。
•新しい控除が3つ（2025〜2028年）：

1) チップ：年$25,000上限、一定所得で段
階縮小。

2) 残業（FLSAの割増部分）：単身$12,500
／夫婦$25,000上限。

3) 自動車ローン利息：年$10,000上限。新
規ローン／米国内最終組立の新車が条
件。

•フリマ・送金アプリの報告Form 1099-Kの基

準が$20,000かつ200件に復帰（TPSOの法定基
準）。少額売買は影響が小さくなります。
•州税・固定資産税など（SALT）上限の一時引
上げ：2025年は$40,000（夫婦$40,000／個別
$20,000）に。高税州のアイテム化再検討を。

事業・投資

•QBI（§199A）20％控除を恒久化。2026年以
降の不確実性が解消。
•R&D（§174）国内分の「即時費用化」を恒久
復活。2022–2024年に資本化していた国内分に
も救済の選択が用意されています（要会計方法
変更の検討）。
•利息制限（§163(j)）が“EBITDA方式”に回帰
（一部不利な調整も追加）。レバレッジの高い
業種はモデル更新必須。

今年やること（かんたんTo-Do）
1) 給与のW-4/源泉・見積税を更新（標準控除
増と新控除を反映）。 
2) 証拠書類を集めて保管：チップ・残業の内
訳、車のVIN／ローン利息明細、1099-Kの取引

履歴など。 
3) 事業はR&D費の処理方針を税理士と確定
（即時費用化の選択、過年度の扱い、必要な届
出）。
（※州の追随はまちまち。申告前に各州ルール
を必ず確認してください。）
迷ったら：「自分に当てはまるのはどれ？」
65歳以上／チップや残業が多い／2025年以降
に新車をローンで購入／フリマ・配車・小口販
売あり／研究開発費ありの方は影響 “大”です。
早めに源泉・記録を整えましょう。
確定申告の不安やストレスは、私たちにお任せ
ください。面倒な手続きはプロがスムーズに代
行します。まずはご相談ください。
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2025年度確定申告における税制改革及び注意点（OBBBA対応）

尾崎会計事務所
Todd’s Accounting

18001 Old Cutler Rd Suite 454
Miami, FL 33157

Phone: 877-827-1040
E-mail: info@1040me.com

HP: 1040me.com
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